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§１．研究開発成果の概要 

本研究開発では、A-1(中低温未利用熱を有効活用する蓄熱材設計と開発)において、熱力学

的なモデルに基づき、ギブスエネルギーの相分率依存性やギブスエネルギーが極小となる相分率

を理論計算するためのソフトウェアの開発を行った。開発したソフトウェアを用いたシミュレーション

により、相分率やギブスエネルギーの圧力、温度依存性を計算し、相転移に関する熱力学的な予

想を行った。また、放熱圧力の低下という観点から、様々な焼成条件で合成したラムダ型酸化チタ

ンおよびその金属置換体の圧力による相転移挙動を観測した。その結果、転移圧力が低くなる条

件を見出した。そして、相転移の体積変化に伴う耐久性の評価のために、示差走査熱量測定装置

を用いて温度昇降を繰り返した結果、相転移に伴う熱流量は、繰り返し回数が多くなるにつれて安

定化する傾向を示し、結晶子サイズの変化はほぼ見られなかったことから、相転移の体積変化に

対して耐久性を有することが示唆された。更に、長期蓄熱マテリアルへの材料系の拡張と言う観点

から、電荷移動型相転移を示す系において、温度ヒステリシスが室温を跨ぐ材料の開発に成功し、

圧力印加による相転移に伴う温度上昇を観測した。A-2(中低温領域の潜熱・顕熱蓄熱材料の評

価システムの構築)においては、開発した静水圧印加装置を用いて、圧力相転移による放熱と蓄熱

の繰り返し特性評価を行った。また、開発した一軸圧印加システムを用いて、新規蓄熱材料の特

性を評価した。潜熱に加え、顕熱を評価できるようなシステムの構築に向け、比熱を測定する手法

の開発に着手した。室温以下における正常比熱の測定には、物理特性測定装置を用いた緩和法

による測定、室温以上における正常比熱および異常比熱の測定には、示差走査熱量計を用いた

測定が可能であることを確認した。 
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